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リアルタイム道路情報・混雑予測の発信 
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国道2号宮島口地区では観光需要の増大に伴い慢性的な交通渋滞が課題となっており、特に駐

車場を探す「うろつき交通」が混雑の主要因となっている。そこで、来島者の行動変容（交通

手段や来訪時間の変更）を促し、交通分散を図るため、令和6年度にAIカメラを活用して対象エ

リアの滞在車両数をリアルタイムに可視化・配信するシステムを導入した。続く令和7年度には、

過去のビッグデータとAI解析を統合した混雑予測システムに拡張した。特設サイト「あきのみ

やじま」や現地のLEDビジョンを通じて情報発信した結果、国道2号の旅行速度向上や利用者の

行動変容の実態が確認され、デジタル技術を活用した情報提供施策の有効性を確認した。 
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１．背景・目的 

(1) 背景 

 日本有数の観光地である宮島は、令和5年にG7広

島サミットが開催されたこともあり、令和7年には

過去最多の約497万人が来島するなど、来島者数が

右肩上がりで増加している（図-1）。今後も周辺の

都市開発事業やリゾート開発、インバウンドの増加

により、更なる観光需要の増加が見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 
図-1  宮島来島者数の推移 

 

 訪問者へのアンケート結果（図-2）では、来島者

の約5割が自動車を利用しており、その理由として

は「自動車が早い・安いと思ったから」という意見

が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-2  訪問者へのアンケート結果 

 
(2) 目的 

宮島口周辺で唯一、無料の幹線道路である国道2

号は片側1車線でありながら、宮島を訪れる観光目

的の交通や通過交通など多様な交通が集中し、観光

シーズンに混雑が生じている。 

 これまでハード対策（交差点改良等）及びソフト

対策（パーク＆ライド等）の両面で観光渋滞対策を

関係機関で役割分担しながら連携して実施（図-3）

してきたが、依然として円滑な移動が阻害され、昨

今はオーバーツーリズムが顕著となっており、その

対応が求められている。特に、自動車が駐車場を探

す「うろつき交通」により、混雑が深刻化している。 

そこで、新たにAIを活用して、リアルタイムな道

路情報及び混雑状況を予測し、情報提供することと

した。これにより、観光客や通過する人が、周辺道

路の混雑情報をリアルタイム及び事前に入手し、交

通手段や出発時間、経路を変更することで、当該地

区の混雑緩和、更には魅力ある観光地の創造への寄

与を期待したものである。 
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下図：地理院地図（電子国土Web）  
図-3  宮島口地区におけるハード対策実施状況 
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２．リアルタイム混雑情報提供システム構築 

(1) システムの概要 

宮島口における既存の満空情報の提供は一部の駐

車場に限られているため、真の混雑状況が分からな

い。そのため国道2号にAIカメラを設置し、宮島口

地区の国道2号より海側を評価エリアとし、評価エ

リアを流入・流出する交通量の差分から滞在台数を

解析することで、宮島口地区内の混雑状況をリアル

タイムで判定することとした。この評価エリアの主

な出入口となる3交差点（更地分れ、宮島口駅前、

桟橋入口）にAIカメラを設置し、各断面の流入・流

出台数を計測した。エリア内の滞在台数は、AIカメ

ラで計測した流入台数合計から流出台数合計を引い

た差分として、1分ごとに推定するものとした。 

 
図-4 混雑（滞在台数）評価エリア・AIカメラ設置位置 

 

(2) AIカメラの概要と精度検証 

 AIカメラは、アプリからの遠隔操作が可能で、ピ

ンポイントで撮影が可能なカメラを使用した。また、

できる限り高所から撮影し、交差点全体を画角に収

めるために、10mの高さに設置できる「ビューポー

ル」を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 
図-5 AIカメラの設置状況と撮影画角（更地分れ交差点） 

 

 なお、AIカメラの計測精度を向上させるため、事

前（令和6年GW）にカメラ動画を取得し、AI解析の

強化学習を実施し、交通量調査結果とAIカメラでの

交通観測結果を比較検証した。交差点の流入･流出

それぞれの比較評価では概ね95%の精度を達成し、

AI画像判読が妥当であることを確認した。 

 また、AIカメラによる滞在台数のデータ取得から、

特設サイト「あきのみやじま」による情報提供まで

の流れを図-6に示す。AIカメラから取得した受信

データをもとに、交通量解析、サーバーを介してリ

アルタイム道路情報をエンドユーザー（観光客）へ

提供される流れとしており、エンドユーザーはリア

ルタイム混雑情報をもとに、行動変容を促す仕組み

とした。 

解析結果

リアルタイム道路情報を
ＷＥＢサイトで提供

サーバー

AIカメラ 交通量のAI解析

データ取得

 
図-6  データ取得から情報提供までの流れ 

 

(3) AIカメラによる混雑判定ロジックの設定 

 事前に現地調査を実施した結果、評価エリア内の

駐車場は、観光期は朝8時頃から利用者が急増し、

朝9時半頃には駐車場の利用率（駐車率）が80%を超

え、その後夕方（概ね16時頃）まで駐車率80%の状

況が継続していることが確認された。駐車場の利用

率（駐車率）が80%を超えると、エリア内の駐車場

がほぼ満車状態となり、駐車場を探す「うろつき交

通」が発生している。 

これらを踏まえ、AIカメラによる混雑判定は、評

価エリア内の滞在台数を基にして図-7に示す通り、

判断基準を利用者が直感的に理解できるよう4段階

（｢空いています｣｢混雑しはじめました｣｢混雑して

います｣｢空きはじめました｣）のアイコンで提示し

た。各表示内容を決定する閾値は、事前（GW・お

盆）の実測調査を基に設定し、評価エリア内の駐車

車両以外（業務車両、路上の滞留、バス等）の誤差

を踏まえた推定駐車台数を閾値に設定し、滞在台数

330台で「混雑しはじめました」、640台で「混雑し

ています」と判定することとした。 

なお、「空き始めました」になるタイミングは、

現地状況を踏まえて、「30分あたりの滞在台数40台

以上減少が2回連続」と設定した。 

 
図-7  リアルタイム混雑情報の切替条件 

 

(4) 混雑判定結果（紅葉期） 

 令和7年紅葉期の混雑判定結果を以下に示す。紅

葉期の観光ピークである11月の土日の多くは、午前

9時から10時頃までの間に「混雑」へ切り替わった。

最も来島者数が多かった、3連休の中日にあたる11

月23日（日）は、午前8時半前に「混雑」へ切り替

わった。終日降雨であった11月9日（土）は、午前

11時以降に「混雑」へ切り替わった。 



 

 

 
図-8  エリア内滞在台数の推移（紅葉期） 

 

紅葉期間中で最も訪問客数が多い日であり、最も

早く混雑表示に切り替わった11月23日(日)の推定滞

在台数を図-9に示す。この日は、午前7時半頃に

「混雑し始めました」、8時半頃には「混雑してい

ます」表示となった。「混雑」判定後、3,441台の

車両が評価エリア内に流入しており、評価エリア内

の駐車可能台数は約800台だが、最大で1,021台の車

両が評価エリア内に滞在していたことが推定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-9  エリア内滞在台数の推定結果 (11/23(日)) 

 

３．混雑予測情報提供システムの構築 

(1)混雑予測システムの概要 

 リアルタイムによる混雑情報提供に加えて、事前

に交通手段や出発時間、経路を変更してもらい、更

なる混雑緩和を目的に混雑予測システムを構築した。

予測システムは大きく2種類ある。 

(2) 当日の混雑時間予測 

 リアルタイム混雑予測では8時半～10時の間に

「混雑しています」に到達することが多いため、8

時までの情報提供が来訪時間の変更を促すために有

意義である。そこで、AIカメラで蓄積した過去のエ

リア内滞在台数を基に、当日早朝6時からの駐車台

数変化の推移から重回帰モデルを用いて混雑時刻を

予測し、当日朝7:00、7:30、8:00の3時点で「混雑

しています」になるタイミングを情報提供する「当

日の混雑時間予測システム」を構築した。提供する

情報は、具体的に何時までに混雑する見込みである

かを提示した。 

8時時点での予測結果をリアルタイム混雑情報と

比較検証した結果、雨天日のような特異事象発生時

を除き、予測とリアルタイムでの誤差は30分以内で

あり、情報提供として実用可能と評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-10  当日の混雑予測時間の表示内容と予測結果 

 

(3) 週間混雑予測 

訪問日の分散を促すため、事前に混雑が予測され

る日の情報を発信する「週間混雑予測システム」を

構築した。本予測は、過去の来島者数、天気、カレ

ンダー情報をAIに学習させ、将来の来島者数を予測

させ、実績に基づく閾値を用いて混雑情報に変換さ

せる。その上で、最新の天気予報に日々自動で更新

しながら、7日前から当日朝までの週間混雑予測と

して情報提供する仕組みである。来島者数予測には

コロナ禍前からの大量のデータを学習させ予測精度

を向上させた。混雑予測の閾値は、過去の来島者数

とリアルタイム混雑情報予測結果を用いて設定した。 

提供する情報は、利用者が直感的に理解できるよ

う4段階のアイコンで提示した。予測結果は、当日

のリアルタイム混雑情報と合致しており、十分な予

測精度を有していることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-11  週間混雑予測の表示内容と予測結果 

 

４．情報提供と広報 

(1) 特設サイト「あきのみやじま」とLEDビジョン

による情報提供 

 これまでに紹介した混雑情報やパーク＆ライドな

ど従来の取組を広報するために、特設サイト「あき

のみやじま」https://akinomiyajima.jp/を開設し

た。令和7年11月1日～11月30日の累積アクセス回数

は6,217回で、最大656回/日のアクセスがあった。 

また、多くの人に混雑状況を知ってもらうため、

国道2号沿いにLEDビジョンを設置し、リアルタイム

11月1日（土） 午前9時頃 までに混雑する見込みです
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11月9日（日） 午前11時頃 までに混雑する見込みです

11月15日（土） 午前9時頃 までに混雑する見込みです

11月16日（日） 午前9時頃 までに混雑する見込みです

11月22日（土） 午前9時頃 までに混雑する見込みです

11月23日（日） 午前9時頃 までに混雑する見込みです

11月24日（月） 午前9時頃 までに混雑する見込みです

11月29日（土）午前10時頃 までに混雑する見込みです

11月30日（日）午前10時頃 までに混雑する見込みです
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混雑予測や、迂回に関する情報提供を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-12  特設サイト「あきのみやじま」とLEDビジョン 

(2) 多角的な広報活動（PR） 

「あきのみやじま」のさらなる認知度向上と関心

喚起のため、広報活動を多角的に行った。高速SA、

道の駅などへのポスターやチラシ配布、広島駅や近

隣商業施設にあるデジタルサイネージ、各種SNSな

どで広報を行い、幅広い層へのアプローチを図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図-13  ポスター及びデジタルサイネージ等による広告 

 

５．効果検証 

本取組の効果を図る指標として、国道2号の平均

旅行速度及びWEBアンケート結果を用いた。 

国道2号の平均旅行速度について、令和4年と令和

7年の国道2号の11月休日平均速度を比較すると、上

りは6.6km/h増加、下りは6.2km/h増加しており、対

策の効果が伺える。ただ、宮島口周辺の観光渋滞対

策として、広島岩国道路の料金割引やパーク＆ライ

ド、国道2号の信号連動調整など、複合的に対策実

施しているため、全てが本取組の効果では無いこと

に留意したい。 
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図-14  国道2号（宮島口周辺）の  旅行速度 

 

WEBアンケートの結果、「あきのみやじま」を確

認した人のうち、約8割が日程、出発・到着時間の

変更、パーク＆ライドや公共交通機関への転換など

の行動変容を行った。「あきのみやじま」を確認し

た人の割合は、前年より約1割増加したものの約4割

にとどまっており、効果的な広報活動が必要である。 
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図-15  WEBアンケート結果 

６．おわ に 

本取組は、宮島口の渋滞の原因は空き駐車場を探

して周回する「うろつき交通」であることに着目し、

単に交通量を測るのではなく、AIを活用して評価エ

リア内の「滞在台数」をリアルタイムに判定すると

ともに、混雑予測をすることからアプローチした。 

また、生のデータをそのまま提供するのではなく、

｢混雑しはじめました｣｢混雑しています｣等の、一般

の人が分かりやすい情報に変換する工夫を行い、観

光客の意識・行動の変化を促すことに努めた。 

また、リアルタイムによる混雑情報提供に加えて、

事前に交通手段や出発時間、経路を変更してもらい

混雑緩和につなげるため、混雑予測システムの構築

と情報発信を行った。雨天日など特異日における現

地状況との乖離が課題となったため、今後は予測精

度の向上を図るために、特異日の追加要素をAI学習

していくことが望まれる。 

施策効果としては、国道2号の平均旅行速度の向

上が見られたほか、「あきのみやじま」を確認した

人のうち、約8割が行動変容に至っており、一定の

有効性が確認された。一方で、「あきのみやじま」

を認知していた人は約4割しかいなかったため、広

報活動の強化によって多くの人に見てもらうことで、

更なる行動変容の促進につながることが期待される。 

事前の｢AI予測｣と直前の｢リアルタイム予測｣を組

み合わせて、渋滞が起きる前に人々の行動変容を促

す本システムは、客観データに基づく次世代型の交

通マネジメントモデルとして、オーバーツーリズム

に直面する全国の観光地への横展開、幅広い応用が

期待できると考える。 

今後も、デジタル技術（DX）を活用した高度な交

通解析と積極的な情報発信・広報活動を通じて、観

光地における交通渋滞の解消を図り、持続可能で魅

力ある観光地づくりに貢献していきたい。 
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